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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜患者様連絡事項＞

· 田中　つな子様～今朝の採血を拒否されたため、月曜日の朝に行って下さい。

· 伊藤　義彦様～６月３０日、退院請求の聞き取り調査がありました。結果については病棟管　　　

理者宛てに届く予定です。

　

＜入院患者様情報＞

田中　つな子様　６９歳  統合失調症　終日隔離

入院形態：医療保護入院　主治医：安ヶ平Ｄr

東Ａユニット９号室　家族洗濯

平成9年に八戸警察署へ監視や盗聴を止める様にと文句を言いに行くが、保護され当院受診している。その後の服薬や当院への通院はなく、以後の精神科通院歴はない。

　平成18年の春頃に八戸市内の興信所に監視カメラや盗聴器の調査について依頼している。異常なしの報告であったが本人は納得出来ず「警察と興信所がグルになっている。」と話していた。平成18年6月29日に興信所の本社（盛岡市）に向かうが建物がない為、盛岡警察署に行くが警察署では地元の警察署で話すよう言われ、平成18年6月30日に八戸警察署に行き「法務大臣、裁判所等へ行って、相談も、何もしてくれない。警察署に相談しに来た。盗聴器を仕掛けられている。30数万円盗られた。」等と話し、警察に保護され同日当院受診する。受診時、被害妄想様の発言、興奮、拒否があり同日当院へ医療保護入院となる。

　男性スタッフ３名に付き添われ入院となっている。「盗聴器をしかれられた」等、興奮気味に話し、独語も聞かれていた。治療の必要性の説明にも興奮され理解出来ない状態であり、主治医指示にて終日隔離となる。昨日の夕食後薬を拒薬され、主治医指示にてリントン筋注行っている。

　本日は警察や盗聴器に関する訴えは聞かれず、服薬にも拒否なく行なわれている。興奮などないが、帰宅や退室についての訴えは聞かれている。対応は２名以上で行い、妄想に左右された発言・行動、睡眠状態、食事摂取状況、服薬状況、薬の副作用に気を付けて観察して下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

安達　貴浩様　終日隔離中

　反省文について「もう、どうでもいい」「もう、書く事は無い」など、投げやりな発言多く聞かれている。興奮などは無く、落ち着いては過ごされている。

　今後は投げやりな発言が聞かれても何度でも関わっていき、関わる際は、６月２８日のカンファレンスのテーマに沿って関わっていくようにしましょう。

①「なぜ保護室にはいったのか？」

· いつ、何処で、なにをしたのか？

· 自分の中でどういう欲求があったのか？抑制しようとは考えなかったのか？

②「なぜ保護室から出られないのか？」

· 退室できず、今、思う事は。

· 自分の悪い所、不足している事。

③入院後から現在までの振り返り

· 始めて保護室に私用した時の理由と状況。

· 保護室使用後、退室する時はどういう考えや気持ちであったか

④衝動行為の原因について

· 衝動行為の前後の考え方と今現在の考え。診察前と後。

· 入院後から現在までの器物破損、衝動的な行動、保護室の使用ついて覚えている事を話す。

⑤今後（イライラの対処、自己コントロールの方法）

自分の思いや考えを言葉で表現したり、相手に伝えることの未熟さがあり、診察後などに不穏となる事がみられるため、上記のテーマに沿って介入していくようにしましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

新規導入患者様の検討

· 木野　貢様～前回見学して頂き、今回から新規導入となっています。

· 阿部　文香様～コミュニケーション能力不足の為、新規導入とする。

· 田中　静子様～妄想に左右された発言も少なくなり、落ち着いてきた為、見学をして頂き様子観察とする。

· 清川　スワ様～症状が落ち着いた為、見学をして頂き、様子観察とする。

· 曽我　正子様・小笠原　久年様～ＢグループからＡグループへ移動しています。













